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1. はじめに 

近年，インターネットの存在が当たり前になって久し

く，あらゆる情報を容易に取得・発信できる。そのため，

企業などの集団・個人を問わずインターネット上に自分

のページを持つことは当然のようになっており，Web ペ

ージのデザイン学習の需要が増してきている。 

 Webページのデザインで重要となるのがWebページの

色彩デザインである。色彩はWebページの印象や見易さ

に大きく関わっており，ページを開いて最初に目に入っ

てくる要素でもある。そのため，妙な配色をして閲覧者に

違和感や悪い印象を与えてしまうとその時点で閲覧者が

ブラウザバックしてしまいWebページの内容まで見ても

らえない。ほかにもオンラインショッピングサイトの購

入ボタンの色を緑から赤に変更することでクリック率が

約20%向上したという実験結果があり(1)，このことから色

彩を活用することでWebページの内容をより効果的に伝

えることが可能であることがわかる。 

 しかし，色彩デザインは重要であるが，色彩の効果を活

用したデザインはすでに日常にありふれており，その効

果は自然に私たちに影響を与えるため色彩の効果を改め

て実感する機会はあまりない。教育学部の大学生 148 名

に対するアンケートで，「これまでに受けてきた色彩につ

いての学習が，現在の自分自身の生活に役立っています

か」という質問に対し半数以上が役立っていないと答え

るなど(2)，色彩に関する関心は高くない。 

また，Web ページのデザインのためには色彩デザイン

についての知識だけでは足りず，主にWebページのテキ

ストなどの基本を担う HTML，背景色や文字色などのデ

ザインなどに関わる CSS，アニメーションやシステム的

な処理に関わる JavaScriptやPHPなどのWebプログラミ

ングの知識も必要になる。そのためWebページのデザイ

ンとプログラミングの両面から総合的に学習する必要が

ある。これらの事から，Web ページの色彩デザインとそ

れに関わるプログラミングについて，初心者でも簡単に

学習できるシステムが必要になると考えられる。 

 

2. 従来の学習方法と問題点 

 従来のWebページの色彩デザインについての学習方法

としては，それについて書かれた本やWebサイトなどが

ある。しかし，それらを見るだけでは実際に色彩を活用す

る機会が乏しいため色彩の効果を実感することが難しく

学習者が興味を持ちにくい問題がある。その他にWebペ

ージの配色を実際に行えるシステムとしては，「WEB デ

ザインカラーシミュレーション」というWebサイトが存

在する(3)。このサイトでは 16 進数 6 桁のカラーコードを

入力することで背景色や文字色等を変更することができ，

様々な配色を試すことで色彩の効果を体験できる。この

サイトの問題点としては，色の選択方法が直感的でない

点や，このサイト単体では配色に関する知識などの学習

ができない点などが挙げられる。 

プログラミング学習については，Web プログラミング

について学習できるシステムはすでに多く存在する。代

表的なものとしてはMark up(4)というレイアウトに特化し

たCSS 手法を学ぶことをコンセプトに展開されるサービ

スや CodePrep(5)という CSS 以外にも様々な言語が学べる

サービスがある。どちらも問題にしたがって入力したコ

ードに対応して画面右下にリアルタイムでプレビューが

表示される。しかし，それらのシステムでは正しいコード

を教えられるのみで，学習者は自分で考えながらプログ

ラミングをすることができないという問題点がある。 

また，従来の学習方法では色彩デザインかプログラミ

ングのどちらか片方しか学習することができず， Webペ

ージのデザイン学習には不十分である。 

 

3. 前システムとその問題点 

前システム(6)は Web ページの色彩デザイン学習システ

ムとCSS学習システムの二つに分けて作成した。 

 

3.1 前システムの学習内容 

色彩デザイン学習システムでは，画面左下に表示され

ている色選択パネルで使用したい色をクリックすること

で選択し，画面左に表示されているWebページのレイア

ウトモデル上の配色したい部分をクリックすることで，

その部分を選択した色に変更することができる。システ

ムの画面図を図１に，実際の配色の手順を図 2 に示す。

また，色相，彩度，明度といった色の三要素についてなど

の色彩についての基礎的な内容について学習する問題や，

色の与える印象を考慮してサイトの内容に合わせた配色

を行う問題などが出題されるようになっている。これに

より直感的な配色を可能にし，色彩デザインの学習がで

きるようにした。また，サイトの内容に合わせた配色を行

う問題では，自身の行った配色とシステムで用意された

配色例や過去に行った配色とを並べて比較できる機能が

ある。これにより色彩による印象の違いを体感しやすい

ようにしている。比較機能の画面図を図3に示す。 
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図1 色彩デザイン学習システム画面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 色彩デザイン学習システムでの配色の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 配色の比較画面 

 

CSS 学習システムでは，出題に対して正解だと思われ

るコードを 4 択の選択肢の中から選び，表示される CSS

ファイル内に学習者が直接コードを書き込み，その CSS

ファイルを反映したWebページの画面を画像として保存

し，その画像と用意された正解の画像を比較することで

正否を判定する。これにより自身で考えながら実際にプ

ログラミングを行えるようにし，間違えた場合にも正解

の画像と学習者の画像を比較できるようにすることで初

心者でも間違いを分かりやすいようにした。実際の操作

の手順と正否判定画面の図を図4，図5に示す。 

 

3.2 前システムの構成と問題点 

前システムの問題点として色彩デザイン学習システム

とCSS 学習システムがほとんど別のシステムとして分か

れてしまっていることが挙げられる。そのため従来の学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 CSS学習システムの解答手順 

 

 
図5 正否判定画面 

 

習方法の問題点である色彩デザインとプログラミングの

片方しか学習できないという問題点が解決できていない。

これはシステムの基本部分の開発を Processing という言

語で行っていたのが原因である。Processingとは視覚的な

表現の作成を得意としており，インタラクションの作成

や画像処理を簡単に行える言語であり統合開発環境であ

る。そのProcessingはWebページで使われるWebプログ

ラムとの連携をあまり想定されておらず，HTML・CSSフ

ァイル等に直接作用することが難しく，Processing から

Web プログラムのコードを読み取る，編集するといった

行為が難しい。そのため CSS 学習システムで作成した

Web ページに色彩デザイン学習システムで様々な配色を

試すといったシステム間の連携を取ることができない。 

また，今後HTML・CSSといった主にテキストやWeb
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ページのデザインを担当する言語ではなく，よりプログ

ラム的な動作をする JavaScript や PHP といった言語の学

習を追加する場合，それらの言語は視覚的に見えない形

のシステム面での動作を担当する場合も多いため，前シ

ステムの学習者が編集したファイルの実行結果を画像と

して保存し，それをProcessingのシステムで比較して正否

判定を行うという形式は無理や無駄が多くなることが予

想される。前システムの構成図を図6に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 前システムの構成 

 

4. 本システムとその解決法 

4.1 本システムの構成とその利点 

前システムの問題を解決するために，本システムは

HTML・CSS・JavaScript等のWebプログラミング言語を

ベースとして開発を行う。本システムの構成図を図 7 に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7 本システムの構成 

 

前システムでは基本部分をProcessingで作成し，CSS学

習システムの一部分をWebプログラミングで作成してい

た。それに対して本システムでは基本部分もすべて Web

プログラムで作成する。前システムでProcessingが担って

いた処理を主に JavaScript と JavaScript 上で Processing の

ような挙動を再現することができるp5.jsというライブラ

リを用いることで代用する。 

本システムの構成で開発を行っていくにあたって，大

きく5つの利点があると考えられる。第一の利点として，

本システムはWebプログラミング言語で制作されており

すべて Web ブラウザで動作するため，Processing で動作

していた前システムよりもWebページの学習を行いたい

学習者の興味に合致していると考えられる。第二の利点

として，前システムではプログラミング学習で学習者が

編集したファイルを実行するためにはブラウザが必要だ

ったため，Processing実行画面とブラウザの2つのインタ

ーフェースを用いる必要があった。そのため操作が煩雑

になる問題があったが，本システムではインターフェー

スはブラウザ１つで済み操作を簡略化できる。第三に，本

システムでシステム面での動作をする JavaScript は

HTML・CSS等と直接かつ簡単に連携できるため，前シス

テムのように Processing で Web ページのレイアウトを模

したものではなく，HTML・CSS 等で作成された実際の

Web ページのレイアウトそのものに様々な配色を試すこ

とができる。これによりProcessingでは再現が難しいWeb

ページのデザインなども学習に取り入れることができる。

第四に，HTML・CSS 等と連携できることから学習者が

CSS学習で作成したWebページを用いて，そのページに

合う様々な配色を試すといった二つの学習を合わせた応

用的な学習が可能である。第五に，Processingベースの前

システムではWebプログラムへの連携が困難だったため

に実装の難しかった JavaScript，PHPといったWebページ

のシステム面を担当する言語の学習も可能になる。 

また，本システムではp5.jsを利用して開発を行ってい

るため，Processingで開発していた前システムのプログラ

ムを利用できる部分も多い。 

 

4.2 試作段階の本システムの使用方法 

試作段階の本システムの画面図を図 8 に示す。本シス

テムはHTML・CSS・JavaScript等のWebプログラミング

言語で制作されているためブラウザ上で動作する。本シ

ステムの操作方法としては，図 8 の虹色のバーの部分を

クリックするとことでクリックした部分の色が選択され，

選択された色がバーの右の四角に表示される。その後，図

8 下部分の Web ページのレイアウト上をクリックするこ

とで，クリックした部分の色を選択した色に変更するこ

とができる。Web ページのレイアウト部分の全体図を図

9 に示す。色選択はHSB 形式で直感的に色を選択できる

ようにしており，図 8 左の 2 つのスライダーでそれぞれ

バーの彩度と明度を調整できるようにしている。これに

より，前システムと同じく直感的な色の選択と配色を実

現している。 

 

4.3 試作段階の本システムの実現方法 

試作段階のシステムでは色の選択や配色の機能を主に

JavaScriptとJavaScript上でProcessingのような動作を再現

できるp5.jsというライブラリを用いることで再現してい

る。配色するWebページのレイアウト部分は前システム

のように Processing で再現したものではなく，実際に

HTML と CSS で作成されている Web ページそのものを

使用しており，JavaScriptによってクリック時にCSSファ

イルを変更する処理を行うことで色の変更を行っている。 

以下，本システムでのプログラムの主な処理の流れを

説明する。 

（１） ページ描画：JavaScript の p5.js を用いてページ

上部のタイトルや色選択バー，彩度と明度の調

整スライダーを作成し，HTML・CSSで配色用

のWebページレイアウトを作成する。 

（２） 色選択：p5.jsで色選択バー上をクリックした際

にカーソルの座標の色を取得して変数に保存
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し，色選択バー横の選択色表示の四角形を取得

した色に変更する処理を行う。 

（３） 配色： HTMLでWebページレイアウト上をク

リックした際に，クリックされた箇所に設定さ

れた ID を取得するようにして置き，JavaScript

で取得した ID の箇所の色を指定している部分

の CSS を選択色で描画するように書き換える。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8 本システムの画面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図9 Webページのレイアウト部分 

 

4.4 本システムの今後の計画 

試作段階のシステムでは，前システムのような色彩デ

ザインやCSSについての問題などは用意されておらず，

今の段階では学習効果が期待できるものではない。その

ため今後の計画としては学習システムとしての学習に適

したレイアウトの作成と，前システムのような学習内容

を追加していき，新たに要素として JavaScript や PHP と

いった言語の学習や，プログラミングと色彩デザインを

合わせた応用的な学習を追加していく必要があると考え

られる。 

 

5. 評価実験とその結果 

前システムの内容と構成の問題点について簡単に説明

し，その後試作段階の本システムの実演を行い，本システ

ムの構成の利点と今後の計画について説明してアンケー

ト調査を行った。各質問項目について5に近いほど良く，

1に近いほど悪い5段階で評価してもらい集計した。評価

結果は表 1 のようになった。調査対象者は金沢工業大学

メディア情報学科の学生12名である。なお，本システム

はまだ試作段階であり，学習効果の評価ができるもので

はないため本システムの今後の計画も含めて評価しても

らった。 

 

6. 考察 

 本システムの評価はすべての項目において 3.8から 4.4

の間で好評であった。特に「前システムよりもWebペー

ジの学習に適しているか」という項目は最も評価が高く， 

表1 アンケート調査の結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人） 

 

前システムの構成と比較して本システムの構成は有用で

あると考えられる。表 1 の上から 3 つの質問項目は本シ

ステムの今後の計画も含めての評価であるため現時点で

はあまり参考になる評価ではないが，今後開発を進めて

行き前システムのような学習内容や色彩デザインとプロ

グラミングを組み合わせた応用的な学習内容などを追加

していくことで有用な学習システムになると考えられる。 
 

7. おわりに 

Web ページのデザインやプログラミングについて学習

できるシステムに適したシステム構成を考案した。

Processingで開発を行っていた前システムと，すべてWeb

プログラムで開発を行う本システムの構成について説明

しアンケート調査を行ったところ，前システムよりも

Web ページの学習に適していると評価を得られた。今後

はこの構成で開発を続けていき，学習内容の充実を図る

ことが課題になる。 
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学習に適しているか 
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